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これまでの保護者および地域説明会・小中一貫教育校推進委員会で寄せられた 

主な意見等に対する区の考え方 

 

Ⅰ 小中一貫教育等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

１ 〇なぜ区は小中一貫教育の

取組を進めているのか。 

〇区教育委員会では、「練馬区教育・子育て大綱」にお

いて「夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備える

子どもたちの育成」を目標として掲げています。小

中一貫教育はこの目標を実現するための施策の一つ

であり、小学校 6 年間、中学校 3 年間を合わせた 9

年間を通して、全ての小・中学校で、中学校区を基

盤として①授業改善による学力・体力の向上、②連

携指導による豊かな人間性・社会性の育成、③滑ら

かな接続による安定した学校生活の確保をねらいと

しています。 

 

２ 〇なぜ施設一体型小中一貫

教育校にする必要がある

のか。 

〇旭丘小学校・小竹小学校・旭丘中学校の３校は平成

23 年度から小中一貫教育に取り組んでおり、地域特

性を活かした３大学との連携についても進めていま

す。これまで３校が取り組んできた実績を踏まえ、

新たな施設一体型小中一貫教育校を設置すること

で、より高い教育効果を発揮できるものと考えてい

ます。 

 

３ 〇小中一貫教育校となる場

合、通常の小学校の教育プ

ログラムを終了した児童

が編入することは可能か。 

〇施設一体型小中一貫教育校も中学校選択制度の対象

としており、他の小学校から一貫中学校へ入学した

り、一貫小学校から他の中学校へ進学したりするこ

とも可能です。 

〇また、小中一貫教育校であっても、授業の先取り等

は行わず、学習指導要領に基づいて学習指導を行っ

ているため、他の小学校からの入学や他の中学校へ

の進学に対しても支障がないよう対応しています。 
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４ 〇施設一体型小中一貫教育

校のメリット・デメリット

はなにか。 

〇施設一体型小中一貫教育校では、同一施設内である

利点を活かし、「教員間の連携強化」「異学年交流の

活性化」「同一施設内での円滑な移行」等により、教

育効果が高まることが期待できます。 

〇一方、９年間を一貫した学校に在籍するため、人間

関係が固定化されやすいことや、他の小中学校のよ

うに児童・生徒が区切りを意識して新たな学校生活

をスタートさせることが難しいなどのデメリットも

あります。こうしたデメリットについては、様々な

異学年交流の実施や学年段階の区切りを設けること

等により、解消できるよう学校で対応しています。 

また、クラブ活動や移動教室等の様々な機会を捉

えて６年生がリーダーシップを発揮できる場を創出

するなど、学年の枠にとらわれない弾力的な教育活

動と小学校・中学校の区切りを意識したメリハリの

ある教育活動の両立ができるよう取り組んでいきま

す。 

 

５ 〇小中一貫教育校になるこ

とでトラブルに巻き込ま

れる年齢が低年齢化する

ことはないのか。 

〇東京都で小中一貫教育校が他にもありますが、そう

いった事例の報告はありません。 

〇小中の発達段階の違いは当然ありますが、校庭を分

けるなど安全面の配慮は行います。 

〇中学生は小学生の面倒をみたり、小学生は中学生を

目標としたりするなどの傾向は見られます。教職員

もトラブルがないよう配慮していきます。 

 

６ 〇魅力的な小中一貫教育校

とするためには、ハード面

だけでなくソフト面も充

実させていく必要がある。 

〇９年間の一貫した教育活動を活発に展開することが

できる施設一体型の利点を生かし、小中学校教員が

一体となって学力・体力・豊かな心が調和した学び

の充実を図っていきたいと考えています。 

〇また、準備期間中においても、引き続き、新校の開

校を見据え、小中一貫教育の取組、教育内容の充実

を図るとともに、保護者および地域の皆様からご意

見を伺いながら旭丘・小竹地域の特性を活かした魅

力ある学校づくりを進めていきます。 
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７ 〇区内における施設一体型

小中一貫教育校の設置状

況は。 

〇区内における施設一体型小中一貫教育校としては、

平成 23 年４月に、大泉桜学園を開校しています。 

８ 〇大泉桜学園にも特別支援

学級はあるのか。小中一貫

教育校になることにより、

どのような効果があった

か。 

〇大泉桜学園には特別支援学級はありません。 

〇現在、旭丘小学校の特別支援学級と旭丘中学校の特

別支援学級では、定期的に合同の歩行学習（遠足）

などの交流を実施しています。施設一体型の小中一

貫教育校になることで、より日常的に交流学習等を

行うことができると考えています。 

 

９ 〇大泉桜学園の小中一貫教

育校の取組の効果につい

て疑問である。 

〇大泉桜学園では、９年間を見通した学習指導によっ

て、指導方法の工夫や改善が図れるようになってい

ること、小中合同行事や幅広い異学年交流が子ども

たちの人間性や社会性の育成につながっているこ

と、小中学校教員の協力体制によって学校生活に対

する満足度が上がっていることなどが確認されてい

ます。 

〇また、発達段階を踏まえ、１～４年生、５～７年生、

８・９年生の三期に分けて学習指導や生活指導を行

っています。こうした学年段階の区切りを設けるこ

とで、各期のリーダーとして４年生、７年生、９年

生のリーダー性が育つとともに、小学生が中学生を

身近に感じて手本としたり、小学生のよき先輩にな

ろうという中学生の自覚が一層高まったりします。 

 

 

Ⅱ 新校の教育活動・学校運営等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

10 

 

〇新校の教職員の配置はど

うなるのか。 

〇区では、施設一体型小中一貫教育校であっても、小

学校・中学校それぞれの教職員の配置人数は変わり

ませんが、管理職については、校長１名・副校長３

名の体制となります。 

〇施設一体型の利点を活かし、小・中学校の職員室を

一体化することで連携強化や移動の負担の軽減等を

図るなど、校務の効率化に取り組んでいきます。 
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11 

 

〇一部教科担任制は、先生の

負担が減るのでよいと思

う。 

〇新校においては、施設一体型のメリットを活かし、

小学校で一部教科担任制の導入について検証するな

ど、より効率的な指導体制を検討していきます。 

 

12 〇校歌はどうなるのか。 〇新校の校歌については、校章・校歌検討部会を中心

に、児童・生徒や保護者、教職員、地域の方からご

意見を伺いながら検討していきます。 

〇今後、児童・生徒や保護者、教職員、地域の方を対

象に校歌に入れたい言葉を募集し、制作する予定で

す。 

 

13 

 

〇標準服（制服）は子どもが

着たいと思うものがよい。

ジェンダーレスの観点か

ら男女ともスラックスを

選択できるとよい。 

〇新校の標準服（制服）については、標準服等検討部

会を中心に、児童・生徒や保護者、教職員のご意見

を伺いながら、導入の有無等を検討していきます。 

〇なお、標準服（制服）を導入する場合は、女子スラ

ックスを導入する予定です。 

〇大泉桜学園では、開校当初は希望者のみ標準服（制

服）を着用という形から始め、当時の保護者や地域

のご意見を伺う中で、段階的に導入が進み、現在で

は完全導入となっています。中学生（第７～第９学

年）は、標準服（制服）を着用することにより、所

属感や学校生活への意欲が高まっています。 

14 〇学校行事だけでなく、授業

やクラブ活動、交流活動等

においても、大学や地域の

施設等と連携してほしい。 

〇他自治体の事例等も参考にしつつ、これまで３校が

取り組んできた３大学の学生による合唱指導やオペ

ラ鑑賞会、留学生との交流といった大学連携等の活

動をさらに充実させるなど、引き続き、保護者や地

域等のご意見を伺いながら旭丘・小竹地域の特性を

活かした魅力ある学校づくりを進めていきます。 
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Ⅲ 設計・学校改築等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

15 

 

〇体育館や教室等には冷房

を設置してほしい。 

〇体育館や教室等には、空調設備を設置する計画です。 

16 〇ＰＴＡ室は設置されるの

か。 

〇区では、学校施設の標準化の考え方に基づき、今後

改築する学校においてはＰＴＡ専用室を設けないこ

ととしています。 

〇ＰＴＡ専用室を設置していない学校では、会議室等

をＰＴＡの活動場所として利用するなど、学校運営

の中で柔軟に対応しています。 

17 〇渡り廊下を設置予定とあ

るが、エレベーターを設

置するなど、上階への昇

降が難しい児童・生徒に

対するケアはあるか。 

〇北棟、南棟ともにエレベーターを設置するなど、渡

り廊下を円滑に通行できるように配慮しています。 

 

18 〇旭丘小学校と旭丘中学校

の特別支援学級について

どのように考えているの

か。 

〇現在、旭丘小学校には知的障害学級と難聴学級（通

級学級）があり、特別支援教室（通室）の拠点校と

なっています。また、旭丘中学校には、知的障害学

級があります。 

〇新たな小中一貫教育校には、これらの特別支援学級

をすべて設置する考えです。 

 

19 〇災害が発生した場合、避

難拠点として何人くらい

の収容を想定しているの

か。 

〇区では、目安として各避難拠点（学校）に 700 人程

度の避難を受け入れられるスペースや備蓄物資を確

保しています。新校については、現状の旭丘小学校

と旭丘中学校を併せた 1,400 人程度の想定です。 

 

20 〇２校ともに防災拠点とし

て施設機能を強化してほ

しい。また、感染症併発に

備えて、感染症対策も充

実してほしい。 

〇現在、旭丘中学校の体育館は２階にありますが、新

校では第一・第二体育館ともに１階に設置し、防災

備蓄倉庫を各体育館付近に設置するなど、避難拠点

としての利便性がより高くなるよう整備します。 

〇区では、感染症対策として、マスク、フェイスシー

ルド、消毒液、非接触型体温計、避難者用屋内テン

ト等の感染症対策物資を各避難拠点に備蓄していま

す。 
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21 〇工事期間中に校庭や体育

館等の施設利用に制限が

あるのであれば、指定校

以外への転校（区外も含

む）を簡単に認めるべき

と考えるが、配慮しても

らえるのか。 

〇指定校の変更については、申請理由が区の定める承 

認基準に合致しており、かつ、希望校に学区外から

受け入れる人数の余裕があることが必要です。申請

理由や希望を丁寧にお伺いし、個別に審査していき

ます。なお、区外への区域外就学については、他自

治体での審査となりますので、希望する自治体にご

相談ください。 

 

22 〇１学年２クラス×９学年

で 18 教室とのことだが、

今後の児童・生徒数の動

向は。 

〇普通教室は、向こう５年間の将来人口推計である東

京都教育人口等推計等を踏まえ、小学校・中学校と

もに各学年２クラスを想定して設計しています。 

〇また、旭丘小学校・旭丘中学校の児童・生徒に加え、

小竹地域から新校への小学校就学希望が一定程度あ

った場合も受入れ可能な規模に設定しています。 

〇併せて、小学生と中学生の普通教室の面積を統一し

て、クラスの増減に柔軟に対応するとともに、少人

数教室の転用等の教室の利用方法見直しにより、将

来の児童・生徒数増に対応できる計画としています。 

 

23 〇開校後に人気が出て２ク

ラス以上になった場合、

対応できるのか。 

24 〇通学路が狭いので、道路

を拡張してほしい。工事

期間中の子どもたちの交

通事故も心配である。 

〇練馬区まちづくり条例に基づき、学校敷地に接する

道路のうち、幅員が 6 メートル未満の道路について

は、道路中心線から３メートルの位置まで、学校敷

地側にセットバックして拡幅します。 

〇なお、工事を実施している時間帯は、工事ゲートの

前や交差点等に交通誘導員を配置し、生徒、児童お

よび近隣住民の皆さまの安全確保に努めています。 

〇旭丘小学校と旭丘中学校の間にある区道は、廃道し

ない計画としています。児童・生徒の敷地の行き来

については、校舎２階部分で接続する渡り廊下を利

用します。 

 

 

 

 

 

 

25 〇学校周辺の通学路はガー

ドレールなどがなく狭

い。敷地をもっとセット

バックして道路を広げら

れないか。 

26 〇小学校と中学校の間にあ

る道路はなくなるのか。 
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Ⅳ 複合施設等について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

27 〇複合施設はどういう施設

で、学区外の方も集まる場

なのか。 

〇地域包括支援センターやまちかどケアカフェは主に

地域の高齢者向け施設です。学校と高齢者施設とは

分けて使うことになります。 

 

28 〇複合施設、体育館やプール

等の地域住民への貸出し

を検討してほしい。 

〇複合施設は、各施設の対象者のみの利用を想定して

います。 

〇体育館の貸出しについては、今までどおり開放する

予定です。 

〇プールの貸出しについては、導線確保等の法的に必 

要な整備を行っていないことから、貸出しの予定は 

ありません。 

 

29 〇学童クラブは栄町からの

移転なのか、ねりっこクラ

ブの新設なのか。 

〇新校に設置する学童クラブは、栄町児童館学童クラ

ブを移転して、校内学童クラブ（または校内ねりっ

こ学童クラブ）として運営します。 

〇ねりっこクラブについては、利用する児童の利便性

等を考慮し、複合施設内の児童館と近接した場所へ

の配置を計画しています。 

 

30 〇他自治体の学童クラブの

ように、小学校６年生まで

利用できるよう検討して

ほしい。 

〇高学年については、当面の間、児童館等の併設学童

クラブ、ねりっこひろば、学校応援団ひろば等にお

いて受入し、異年齢の児童との交流を通じて、児童

の健全な育成を推進することとしています。早期に

全小学校で「ねりっこクラブ」を実施することで、

学校施設内で高学年を含むすべての子どもたちの放

課後の居場所を確保していきます。 

 

31 〇ねりっこクラブは工事の

どの段階で完成し、利用で

きるようになるのか。 

 

〇新校舎内には、学童クラブ室、ひろば室を整備し、

整備完了後、年度切り替えのタイミングを目途に、

ねりっこクラブを実施する予定としています。 

〇現在、旭丘小学校に通学する児童が利用する学童ク

ラブとしては、栄町児童館学童クラブを主にご案内

しています。新校舎完成までは、引き続き児童館学

童クラブをご利用ください。 

 

32 〇工事期間の学童保育はど

んな形態になるのか。現状

の体制を含めて教えてほ

しい。 
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33 〇街かどケアカフェとは、具

体的にどういう施設か 

 

〇高齢者をはじめとする地域の方が立ち寄り、介護予

防について学んだり、専門スタッフによる健康相談

ができたりする地域の拠点です。認知症カフェや薬

の講座など、様々な事業を実施しています。 

 

Ⅴ 小竹小の施設整備について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

34 

 

〇小竹小学校の校舎の安全

性はどうなのか。 

 

〇小竹小学校の施設状況については、平成21年度に耐

震改修工事が完了しています。その後も、日常点検

のほか、定期点検や法定点検を行い、適切な維持管

理を行っています。 

〇また、コンクリート強度や躯体の損傷具合を調べる

など、長寿命化の適否に関する調査は行っています。

引き続き他校と同様に、施設状況を適切に把握した

うえで必要な改修等を行うことで、児童の安全を確

保していきます。 

〇体育館の空調設備の設置には一定程度の期間を要す 

るため夏休み期間中の工事を予定しています。その 

ため令和６年９月から使用できる予定です。 

35 〇小竹小学校も他校と同様

に６年の夏には空調が使

えるよう必要な施設整備

を行ってほしい。 

 

Ⅵ 小竹小学校の学童クラブの設置について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

36 

 

〇小竹小学校の学童クラブ

もしくは子どもの居場所

作りに早急に取り組んで

ほしい。 

 

〇小竹小学校の校内学童クラブの設置については、小

竹小学校の今後の方針に合わせて結論を出す予定で

す。 

〇子どもの居場所としては、当面の間、学校応援団で

運営するひろば事業や児童館、民間学童クラブ等を

ご利用ください。 

〇栄町児童館の移転後は、小竹小学校に最も近い学童

クラブは旭丘小学校内の学童クラブになります。区

立学童クラブは学校により入会できる学童クラブの

制限は設けておりませんので、小竹小学校に通う児

童も旭丘小学校内や他の近隣学童クラブへの申請が

可能です。 

〇旭丘小学校内学童クラブは、他校の児童が利用する

場合の利便性等を考慮し、複合施設内の児童館と近

接した場所への配置を計画しています。 

37 〇新校の開設と同時に小竹

小学校に学童クラブの設

置を強く希望する。 
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Ⅶ 小竹小学校の統合について 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

38 

 

〇小竹小学校の今後の対応

はどうなるのか。 

〇新たな小中一貫教育校の設置については、児童生徒

数・学級数の現況および将来推計を踏まえ、旭丘小

学校と旭丘中学校を先行して、 準備を開始すること

としています。 

〇小竹小学校については、今後の児童数の動向等を見

定めつつ、引き続き、保護者や地域の皆様からご意

見を伺いながら検討していきます。 

 

39 〇新校が開校する令和８年

時点では小竹小学校は統

合されないとのことだが、

統合の見通しはいつ頃出

るのか。 

〇現時点では、判断の時期は決定しておりません。今

後の児童数の動向等を見定めつつ、引き続き、保護

者や地域の皆様からご意見を伺いながら検討してい

きます。 

〇統合を行う場合は、これまでの例でいえば最低でも

2 年程度の準備期間を設け、保護者や地域の方との

話し合いなどを行っていくことになります。 

 

40 

 

〇小竹小学校は適正規模で

あるのに、なぜ統合の対象

なのか。 

〇小竹小学校については、現状は適正規模となってい

ますが、旭丘小学校・旭丘中学校については今後も

適正規模の確保は困難な見込みです。区は、適正規

模の確保について学校単体ではなく、広く地域の課

題として考えています。 

〇また、区全体の人口推計では、今後、年少人口は減

少傾向となる見込みであり、３校を再編し新たな小

中一貫教育校を設置するという基本的な考え方につ

いては変更しておりません。 

 

41 〇統合の最終決定は誰がど

のような形で行うのか。 

〇学校は区の条例をもって設置しています。学校設置

者である教育委員会が最初に判断し、区長を通じて

区議会に提案します。条例の可決を受けて決定とな

ります。 
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42 〇小竹小学校に入学した場

合、途中で小中一貫教育校

に移動しなければいけな

のか。また、小竹小学校に

残り下の学年が入ってこ

ないというような場合は

どのような対応を考えて

いるのか。 

 

〇統合する場合は、最低でも準備期間として 2 年は必

要と考えています。光が丘第四中のケースでは、在

校生が卒業してから廃校となりました。 

〇小学校は 6 年と期間が長くなります。統合する際に

は、事前に両校の児童の交流事業を行ったり、児童

の悩みを聞けるスタッフの配置を行ったりするなど

の工夫が必要と考えています。 

〇何年度から始めるということや交流期間を何年間確

保するなどは、議論が必要と考えています。 

  

 

Ⅷ その他 

№ 主な意見 意見に対する区の考え 

43 

 

〇練馬区全体として、小規模

校を統合して規模を大き

くする計画は今後も続い

ていくのか。 

〇区としては、急速な少子化を踏まえた今後の児童・ 

生徒数の動向や施設の改築時期、35 人学級編制の実

施などの要素を鑑みた検討が必要と考えています。 

〇昨年 12 月に「第二次適正配置基本方針」の素案を 

公表し、区民の方々からご意見をいただいたところ

です。区は新たな方針に沿って、適正規模・適正配

置を進めていきます。 

 

44 〇小規模校にはその良さが

あり、魅力を感じている

方々もいる。適正化を図れ

ば良いという訳ではない。 

 

〇国は学校教育法施行規則において、学級数の標準規

模を12～18学級と定めています。教育委員会では、

小学校では全学年でクラス替えを可能とし、同学年

に複数の教員を配置できること、中学校では生徒同

士の交流や学習面、部活動の充実を図るため、新た

な方針においても、いずれも12～18学級を適正規模

としました。児童・生徒数の減少が予測される中、

子どもたちが良好な教育環境の中で学び成長するこ

とができるよう適正配置を進めることとしていま

す。 

〇一方、算数・数学、英語など教科の特性によって、

少人数で行った方が効果的な教科については多くの

区立小中学校で少人数教育を実施しており、これか

らも充実していきます。 
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45 〇新校の小学校の通学区域

外であっても、希望があれ

ば就学できるように配慮

してほしい。 

 

〇新校における小学校の通学区域は、当面、旭丘小学

校の通学区域を基本としています。小竹地域からの

希望者の受け入れについては、令和６年度入学者か

ら、就学の特例を適用し、希望する１年生が入学で

きるようにしています。 

【就学の特例について】 

練馬区小中一貫教育推進方針（平成 28 年６月策定）

では、施設一体型小中一貫教育校の場合、中学校の 

学区域内に居住する児童は、小学校入学時に希望が

あれば、原則として新校の小学校に入学できます。

施設一体型小中一貫教育校である大泉桜学園におい

ても就学の特例を適用しています。 

 

46 〇新校の検討状況等につい

てホームページ等で情報

発信を行ってほしい。 

〇説明会で使用した資料やいただいた主なご意見およ

び区の考え、また、保護者および地域の代表等で構

成する小中一貫教育校推進委員会の主な内容等につ

いて区ホームページに掲載しております。 

 

練馬区ホームページ ＞ 子育て・教育 ＞  

教育 ＞ 学校教育・施設 ＞  

小中一貫教育の推進 ＞ 

施設一体型小中一貫教育校 ＞ 

現在進めている取組 

（旭丘・小竹地域における新たな小中一貫教育校） 

 

 


